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1．はじめに
　建物の耐震・耐風設計，あるいは居住性に重要な
減衰特性を正しく評価する方法を検討し，建物の減
衰性能の評価方法の確立，および減衰定数の設計値
の提案に寄与することが研究目的である。本研究で
は，鉄骨造の高層，中層および中低層の各建物の常
時微動，強風観測，地震観測を継続的に行っている。
　建物は竣工後の経過年月による劣化，地震や風な
どによる損傷の評価には構造ヘルスモニタリングが
有効であり，減衰定数を評価することは重要である。
本報告は蓄積してきている常時微動データを用いて，
減衰定数を評価し，経年変化および同一測定日にお
ける時間変動を明らかにした結果について報告する。
2．対象建物
　減衰特性を評価する対象建物は明治大学駿河台校
舎リバティータワーである。図1に基準階平面図を
示す。測定点はLC，Rの3点である。長手方向を
X方向，短手方向をY方向，ねじれ方向をθ方向と
して，1次モードは23階，2次モードおよび4次モ
ードは14階，3次モードは8階のデータとしている。
地上23階，地下3階，軒高111mの極軟鋼制震壁付
鉄骨造ラーメン構造である。常時微動測定は竣工直
後の1999年1月から現在まで継続している。サーボ
型の加速度計，速度計を用いて30分1データとして
同一測定日に10本程度のデータを収録してきてい
る。減衰定数は測定時刻歴データから変換したフー
リエ振幅スペクトルに1／n法を適用して算定した。
3．減衰定数の経年変化
　竣工から現在までの経過月に対する減衰定数の推
移を図2に示す。○は各測定日の有効データを，□
は代表値を表している。同一測定日における全デー
タの平均値馬にその測定日の標準偏差ri，を用いて
馬≒h、の範囲内にあるデータのみを有効とした。X
方向，θ方向における1次モードは竣工直後から60
ヵ月目まではO．3％から2．0％の間で変化していた。
それ以降はX方向，θ方向ともに05％程度の一定範
囲に推移している。他の方向，各モードは大きな経
年変化はない。各方向ともに高次モードほど大きく
なっている。1次モードは0．3．0．8％，4次モードは
1．2－2．4％と各方向で同様の推移をしている。X方向，
Y方向の2次モードはO．4．O．9％，3次モードは
0．8－15％の範囲で推移しているのに対して，θ方向
Y
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図1　リバティータワーの基準階平面図
の2次モードは0．30．7％，3次モードは050．g％で
あり，X方向，　Y方向に比べて小さい。
4．減衰定数の時間変動
　各方向および各次モードの減衰定数は各測定日の
測定時刻ごとに異なる。同一測定日に対する減衰定
数の時間変動を変動係数を用いて考察する。各次モ
ードにおける各方向の変動係数を図3に示す。減衰
定数の変動係数に経年変化はないが，モード別に比
較すると，減衰定数の変動係数は1次モードが大き
く，2次モード，3次モードが同程度で，4次モード
が小さい。減衰定数の変動係数はほぼ50％以下に収
まるものの，比較的小さい4次モードでも20％程度
である。固有振動数の変動係数は比較的大きな4次
モードでも05％以下であることから，構造ヘルスモ
ニタリングの観点から減衰定数は大きくばらついて
いることがわかる。他の建物についても減衰性能評
価を行っており，結果は学界等で随時公開中である。
5．まとめ
　建物の構造ヘルスモニタリングを実施したものと
してリバティータワーの減衰特性を明らかにした。
1）減衰定数は一定の範囲で推移していて経年変化
　はない。各方向ともに高次モードになるにつれて
　大きくなっている。
2）減衰定数の変動係数は，モード次数が大きくなる
　ほど低下する。4次モードでも変動係数は20％程
　度と減衰定数のばらつきは大きいことがわかる。
　他の建物でもほぼ同様の減衰特性が得られており，
耐震設計に用いる減衰定数の提案に向けて研究を継
続する予定である。本研究は山本茂和，町垣諒の両
君にご協力戴きました。
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